
食品素材の提供

協力企業
45社 健康寿命延伸

QOLの改善

国 際 展 開

高齢化社会

農業生産
SIP次世代機能性

SIP

新機能性の高付加価値商品

目指すべきゴール

認知改善

身体ロコモーション改善

運動との相乗

育種

農

業

の

活

性

化

イノベーション：食品表示

商品開発
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『次世代機能性農林水産物・食品の開発』
コンソーシアムで実施すること

 “食と生命”の最先端基礎・開発研究

 産・官・学のイノベーション（多種多様なクラスター誕生）

 人材育成（この領域研究に“ロマン”を感じさせること）

 次につながる研究（国際的視野も含めて）

本プロジェクトの成功へ向けて

◆農林水産物・食品因子の次世代機能性研究とくに科学的エビデンス獲得

◆産官学連携による商品化

◆日本の農業の活性化 日本から世界へ

背景 S I P 未来
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イギリス

日本から世界へ広がる新しい“食と健康”の科学と産業

スイス
ドイツ

南アフリカ
オーストラリア

アルゼンチン

カナダ

カリフォルニア

ウィスコンシン

ワシントン

フィンランド

フランス

『次世代機能性農林水産物・食品の開発』研究で再び世界をリード

東南アジア

中国・韓国

オランダ

日本

• 東南アジアでもまもなく高齢化社会を迎える
• オランダTNO機関：「食の健康機能評価事業」を日本食品企業から受託

次世代機能性農林水産物・
食品の開発拠点
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鈴木梅太郎 荒井綜一

次世代機能性農林
水産物・食品の開発

機能性食品の名称と
概念の最初の提唱者

最初のビタミン
発見（1911）と

日本の現代食品科学
の先導

基礎 応用

SIP

日本の栄養・食品研究の主軸

栄養 嗜好

1911 1984 2014

３次機能
（生理）

２次機能
（嗜好）

１次機能
（栄養）

スポーツ

脳機能改善

身体ロコモ
ーション維持
・機能改善

三共㈱
特許多数

機能性食品産業
トクホ制度

経済効果：1兆円/年
（ユニリーバ社試算）

イノベーション
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I. 脳の認知（コグニション）

IV. 身体恒常性（ホメオスタシス）

II. 身体の動き
（ロコモーション）

III. 運動（スポーツ）
脳機能活性化による認知症
予防または発症の遅延

運動・身体機能維持によ
る介護の回避または遅延

時間栄養・運動による高齢者
の筋力、脳機能維持

恒常性評価システムによる
高齢者のリスクの把握

経済的効果 ⇒ 介護費用の削減

▼ SIP成果の健康寿命の延伸（2年）により、介護期間が1年減少することで、
経済的効果は2,169億円 （平成25年度（2013年度）実績から試算）

▼ ロコモ介入（食品・運動・タイミング）により、介護認比率が1%, 2%減少することで、
経済的効果は1,867億円,  3,732億円 （平成25年度(2013年度）実績から試算）

▼ 脳機能維持＆軽度認知症から認知症への移行予防により、認知症への移行を14-44%
回復することで、経済的効果は840～2640億円 （平成23年度(2011年度）実績から試算）

経済的効果 ⇒ 介護費用の削減

▼ SIP成果の健康寿命の延伸（2年）により、介護期間が1年減少することで、
経済的効果は2,169億円 （平成25年度（2013年度）実績から試算）

▼ ロコモ介入（食品・運動・タイミング）により、介護認比率が1%, 2%減少することで、
経済的効果は1,867億円,  3,732億円 （平成25年度(2013年度）実績から試算）

▼ 脳機能維持＆軽度認知症から認知症への移行予防により、認知症への移行を14-44%
回復することで、経済的効果は840～2640億円 （平成23年度(2011年度）実績から試算）

農林水産物・食品

経済効果 23



農林水産業における“食品領域”の重要性

消費者

健康寿命の延伸

付加価値の付与（日本食）

安全性

産業発展

• 次世代機能性食品で国際的No. 1
• 未病食品で健康社会
• 日本食輸出

経済的効果
学術的効果
文化的効果

課題

二次産業
（食品生産者）

一次産業
（農林水産物生産者）

生鮮品

食品
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